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日本政策金融公庫静岡支店 

 

 

 

静岡銀行（頭取 柴田 久）と日本政策金融公庫（総裁 田中一穂）では、昭和製氷株式会社（本

社：静岡県磐田市）に対し、設備資金として総額１億円の協調融資を実施しました。 

 

現在、新型コロナウイルス感染症の影響により、飲食店の営業不振や各種イベントの中止・延

期などを受けて、製氷の需要は厳しい状況にあります。また、全国で感染者が増加し、一部の地

域で緊急事態宣言が再発令されるなど、先行きの不透明感も増しています。 

こうしたなか、昭和製氷株式会社では、さらなる収益力の向上をめざして、製氷工程の合理化

を実現する「自動製氷ライン」を導入されることとなりました。本設備投資は、コロナ禍の先を

見据えた前向きな投資であり、将来の競争力強化を目的としています。 

 

静岡銀行と日本政策金融公庫では、引き続き連携を強化しながら、コロナ禍における地域の中

小企業・小規模事業者の事業の発展・継続を積極的に支援してまいります。 

 

＜昭和製氷株式会社の概要＞ 

 企業名 昭和製氷株式会社  業 種 倉庫業、製氷業 

 住  所 静岡県磐田市中泉 2439 

 事業内容の概要 

昭和製氷㈱は、㈱丸川（本社：焼津市）のグループ会社であり、昭和８年に創業して以来、製氷や

冷凍食品の販売を行うとともに、うなぎの蒲焼やレトルト食品の加工も手がけています。また、普通倉

庫や冷凍倉庫の運営にも取り組んでいます。 

昭和製氷の氷は、日本アルプスを源流とする天竜川の伏流水を利用し、長時間をかけて凍らせる

ことで、透明で硬く、溶けにくい氷に仕上げた「クリーンアイス」で、多くのお客さまから評価され、ご利

用いただいています。 

昭和製氷株式会社の問い合わせ先 TEL  0538-32-4108  （杉山部長) 

 

昭和製氷株式会社に対する協調融資を実施 

～コロナ禍における地域企業の事業活動を支援～ 

 


